
 

市民と議会との語る会 実施報告書 

 

日 時 令和３年２月６日（土） ＰＭ 19：00 ～ ＰＭ 20：00  

会 場 国高公民館 ２Ｆ 会議室  

出 席 議 員 
前田 修治、城戸 茂夫、安立 里美、吉田 啓三、近藤 光広 

砂田 竜一、三田村 輝士（議長）  

参 加 者 ( 市 民 ) ２１名 （男性：１８名、女性：３名） 

開会挨拶・司会・記録 司会・挨拶 前田 修治 

第１部説明者 吉田 啓三 

記録係 近藤 光広、砂田 竜一 

報告責任者 近藤 光広 

【１部】 

 議員による説明 

「市の財政について」 

「北陸新幹線について」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｑ：将来負担比率が増えていると報告があったが、いつになったら下がるのか。 

Ａ：半世紀に一度のまちづくりと称して様々な建設事業を進めてきたため将来負担

比率が増えているが、計画にあった主な事業は終息している。現在の比率値は

健全な範囲であり市民サービスの向上のためだと理解いただきたい。 

 

Ｑ：新型コロナ感染症対策にたくさんのお金を使ったと思うが、今後、更に将来負担

比率は上がる見込みなのか。 

Ａ：新型コロナ感染対策事業のほとんどは国からの給付金が使われており、市の単

費からの歳出は４０００万円程度になる。今後、市の財政への影響は少ないと考

え、更なる新型コロナ関係の支援策をはたらきかけたい。 

 

Ｑ：将来負担比率が急増していて次の世代への負担にならないかが心配。少子高

齢化が進むが、今後負担比率を下げるためにも工業団地造成など企業誘致に向

けた取り組みの話があったら教えてほしい。 

Ａ：現在、具体的な企業誘致の話は示されていない。３月議会が差し迫っているが、

当初予算を審議するので将来負担比率についてもしっかりチェックを行っていき

たい。 

 

Ｑ：南越駅周辺まちづくり協議会に出席し、策定委員会を傍聴してきた。計画は出来

たようだが、対象土地は農振地のままで未だに何が出来るのかわからない。計画

は進んでいるのか教えてほしい。 

Ａ：今のところ何が出来るかについては報告を受けていない。農地転用については

具体的な計画が決まってから進めるのが慣例である。また、現在、土地開発のル

ールを策定する段階に差し掛かっていることから、今後どう進めていく考えなのか

３月議会で質問をしていく。先般１２月議会の市長答弁では企業誘致に手応えを

感じていると答弁があった。 

 

Ｑ：農地転用については都市計画審議会で審議があると聞いているが、今後、良い

まちづくりが出来るように議員はしっかり勉強して企業誘致に向けた提案をして欲

しい。また、駅周辺の山の斜面に粗大ごみが放置されている。現地に出向き、そ
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ういった細かいところにも目を配って議会で審議して欲しい。 

Ａ：都市計画審議会では、駅周辺の開発ルールの決定について審議される予定で

ある。具体的には、ある程度まとまった規模での開発しかできないような内容とな

っている。また、産官学が一体となったオープンイノベーションの推進について市

より今後の考えを聞いている。議会では政策提案の機能もあるので、しっかり勉

強して現地を視察しながら問題の追及や夢のある提案が出来るように心掛けた

い。 

 

Ｑ：瓜生団地造成計画が失敗に終わったのは議会にも責任がある。南越駅周辺ま

ちづくり計画は全く進んでいないようだが、失敗しないように企業誘致についても

市民の意見を聞いて議会でしっかりチェックして欲しい。 

Ａ：瓜生産業団地の計画が失敗したことは議会も反省すべきである。南越駅周辺の

企業誘致について３月議会でしっかり質していきたい。 

 

Ｑ：財政の説明で令和元年度の予算に比べて令和２年度の予算が減っている。新

型コロナ感染対策のため今後の財政が心配。令和３年度の予算は大丈夫なの

か。 

Ａ：令和２年度の予算が下がっているように見えるが、これは当初予算の金額であ

って決算額ではないため。決算額は年度内の補正予算を追加するため増える見

込みである。今年度は新型コロナ感染対策のため例年より多く、１４回予算の補

正を行っている。令和３年度予算については議会への提案前のため、現時点で

は不明である。 

【２部】  

意見交換会  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｑ：今回の語る会で市政報告を受けたが、理事者になったようなつもりで説明してい

るように感じた。議会は市政のチェック機能であるから報告のやり方を変えた方が

いい。 

Ａ：開かれた議会を目指し、議員協議と賛同のもと平成２８年度より市民と議会との

語る会を続けてきた。今回の報告については、市の財政や北陸新幹線延伸につ

いて疑問の声が多かったことより報告内容を決めた。報告のやり方については今

後の参考としたい。 

 

【意見・要望】 

・南越駅周辺まちづくり計画について、国高地区は蚊帳の外になっているが、駅周

辺の排水は国高地区を通る。地区より要望は出しているが排水についてはしっ

かり審議しているのかわからない。今後もしっかり議会で審議するように要望す

る。 

・公園整備ばかりに予算を使っているように感じる。市内全域にも目を向けてほし

い。出来れば国高地区にも目を向けて欲しい。 

 

令和３年２月１１日 越前市議会議長 様 

       

                           第２班 班長 前田 修治 


